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コンピュータ用の言語は、ＦＯＲＴＲＡＮを始め、各種のものが、それぞれの特徴を生かして各分

野で使用されている。これらの言語は、いづれも汎用性に重点をおいて開発されたものであ

り、使用機種に拘わらずソース・レベルでの互換性を保つように留意されている。一方、コン

ピュータのシステム資源を管理するＯＳは、プログラム言語とは独立したジョブ制御言語によ

り制御される。

この両者の分離が極めて厳格に行われてた為に、ＣＰＵやＯＳの高度化にも拘わらず、各言語で

記述されたプログラムの継続性が保たれて来た。

ところが、この事は高度化したＯＳが提供し得る各種機能を制限する壁にもなっている。例

えば、現在のＯＳではデータ管理において、ファイルを区分データセットとして取り扱う事が

可能であるが、高級言語の中でも、区分データセットを単一のデータセットとして取り扱え、

動的にそのメンバーを制御できるものはない。又、プログラム中から動的にファイルをオープ

ン、クローズする事も不可能である。これらの機能は、ＯＳが分担するものとして言語仕様に

は含まれていない。従って、これらの機能を使用するには、ＯＳに付随するユテイリテイを用

いるか、もしくはアセンブラでプログラムする以外には方法がない。しかしながらユテイリ

テイは機能が制限されており、又アセンブラは決して生産性の良いものとは言えない。

そこで、従来とは逆にＯＳと密接した言語があれば、汎用性には欠けるがシステムの機能を

有効に利用することができ、効率的なプログラム開発が可能となる。

Ｃ言語については、周知のように、元来がミニコンピュータのＯＳであるＵＮＩＸを記述する

為に開発されたものである。ＵＮＩＸの評価が高まるにつれ、それを記述し得えたＣ言語自体に

ついても、その機能の高さと記述性の良さが注lFIされ、ミニ、マイクロコンピュータの標準的

な言語に成りつつある｡従って、このＣ言語を大型計算機に導入する事ができれば、ＯＳ依存

型の言語として使用する事ができる｡Ｃ言語及びＵＮＩＸの開発者であるベル研究所は、ＩＢＭ

のＯＳ３７０上で稼働するＣ言語マンバイラ、Ｃ／370を開発した。

本研究では、このＣ／370を本学の大型計算機に導入し、Ｃ言語による効率的なコンピュー

タ資源の利用について述べる。

２．Ｃ／370の構成

Ｃ／370の構成は次の通りである。

（１）プリプロセッサ

（２）構文解析部
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（３）コード生成部

（４）ヘッダーファイル

（５）入出力ライブラリ

Ｃ言語自体はその殆どがＣ言語自身で記述されているので、元来移植性の高いものである

が、必ず､マシン及びシステムに依存する部分が存在する。マシン依存の部分はマクロにより等

価なものに置き換える事により対処している。又、システム依存の部分は全てＳＶＣ（Super

visorCall）によっている。Ｃ／370は、本来ＩＢＭのマシンでＯＳ３７０上で働くように設計さ

れているが、本学のＨＩＴＡＣ２４０ＤのＶＯＳｍが同等なものかどうかが問題となる。公式にはそ

の同等性が保証されているのであるが、次章以降で見られるように、一部相異する点も見受け

られる。

又、導入に際しては文字コードの違いも問題となる。ミニコンピュータレベル迄は、文字コ

ードとしてASCII、大型計算機ではＥＢＣＤＩＣが使用されて来ている｡更にＣ言語は文字セット

が大きく、ＥＢＣＤＩＣコードで未定義のコード設定に違いが,IIJ,て来る。Ｃ／370の文字コードと

ＨＩＴＡＣのコードとの相違を表ｌに示す。

この違いに対処する為今回は、プリプロセッサの前段にコード変換部を設け、コードを合わ

せる方法を侍った。（Ｐｒｏｇｌ、図ｌ参照）

０００１００（X

OOO200＊ｃｈａｒａｃｔｅｒｍｎａｐｐｉｎｇｆｏｒ，ｃ’

000300＊）

OOO400pro9ramcharmap(inf,outf，input,output）；
OOO500const

OOO600cbsLash＝224；（※ｘ'ｅＯ：BACKSLASH＊）

000700cLbraket＝１７３；（＊ｘ'ａ。：LEFTBRACKETx）

000800crbraket＝１８９；（＊ｘ'ｂｄ：RIGHTBRACKET＊）

000900cLbrace二１９２；（＊ｘ,ＣＯ：LEFTBRACE＊）

0０１０００crbrace二208；（＊ｘ，ｄｏ：RIGHTBRACE＊）

0０１０１０ｃｔｍｄｅ＝９５；（＊ｘ'５ｆ：TILDE＊）

0０１１００ccaret＝１５４；（＊ｘ'９ａ：CARET＊）

0０１１１０ｃｅｘｃ[a、=９０；（＊ｘ'５ａ：EXCLAHATION＊）

OＯ１２００ｖａｒ

ＯＯ１３００ｉｎｆ：ｔｅｘｔ；

００１４００ｏｕｔｆ：ｔｅｘｔ；

0０１５００ｃ：Ｃｈａｒ；

ＯＯ１６００ｂｅｇｉｎ

ＯＯ１７００reset（ｉｎf）；reLlrite(outｆ）；

001800lAIhiLenoteof（ｉｎf）ｄｏｂｅｇｉｎ

ＯＯ１９００ｈｌｈｉＬｅｎｏｔｅｏ[、(ｉｎf）dobegin

OO2000read(inf,ｃ）；

００２１００ｉｆｃ＝，￥，ｔｈｅｎｃ：＝ｃｈｒ(cbsmsh)；

００２２００ｉｆｃ二,［，ｔｈｅｎｃ：二ｃｈｒ(ｃ[braket）；

００２３００ｉｆｃ＝，］,ｔｈｅｎｃ：＝ｃｈｒ(crbraket）；

002400ｉｆｃ二，￣，ｔｈｅｎｃ：＝chr(ccaret）；

００２４１０ｉｆｃ＝，、，ｔｈｅｎｃ：二chr(ｃｔｉｌｄｅ）；

００２５００ｉｆｃ=，（，ｔｈｅｎｃ：二chr(cLbrace）；

002600ｉｆｃ＝，｝，ｔｈｅｎｃ：二chr(crbrace）；

002610ｉｆｃ二’１，ｔｈｅｎｃ：＝chr(ｃｅｘｃｍｍ）；

002700ｕｒｉｔｅ(outf,ｃ）；

００２８００ｅｎｄ；

002900read[､(inf)；

003000ｕｒｉｔｅＬｎ(outｆ）；

００３１００ｅｎｄ；

OO3200end

Proglcharactermapping

character

codemapping

「〕￣

pｒｅｐｒｏｃｅｓｓｏｒ

cｏｍｐｉｌｅｒ

assembler

lｉｎｋａｇｅｅｄｉｌｅｒ
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OOOOOOPROC1TYPE

OOOOOOFREEDDN(SYSPROC）

OOOOOOALLOCDDNAHE(SYSPROC）ＤＡ(CHDCLIST）SHR

OOOOO81F＆TYPE=LTHENGOTOLOCAL

OOOOO81F＆TYPE=NTHENGOTONORHAL

OOOOO91F＆TYPE=CTHENGOTOCC

OOOOO81AlRITE＃#＃ILLEGALPARH.（＆TYPE）

OOOOOO1AlRITE＃#＃TYPE=Ｌ（LOCAＬ）

000000NRITE＃#＃＝Ｎ（NORHAL）

OOOOOOlAlRITE＃#＃＝Ｃ（LANGUAGEQ

OOOOOOIAlRITE

OOOOＯＯＥＸＩＴ

ＯＯＯＯＯ８ＮＯＲＨＡＬ：lAlRITE

OOOOO8１，１RITE＝＝NORHALTYPEASSIGNHENTFORTERHINAL＝=＝

000008lAlRITENR＃#＃TERHINALPROFILEIS

OOOOOOTERHLIST

OOOOOOEXIT

OOOOO8LOCAL：NRITE

OOOOO8ｌＡｌＲＩＴＥ＝＝LOCALTYPEASSIGNHENTFORTERHINAL＝＝

OOOOOOlAlRITE

OOOOOOCODEC

OOOO1１ＴＥＲＨＩ(Z）LINＥＳ(23）ASIS

OOOOO8lAlRITENR＃#＃ＴＥＲＨＩＮＡＬＰＲＯＦＩＬＥＩＳ

ＯＯＯＯＯＯＴＥＲＨＬＩＳＴ

ＯＯＯＯＯＯＥＸＩＴ

１００００９ＣＣ：ｌＡ１ＲＩＴＥ

２０００１０lAlRITE＝＝CLANGUAGETYPEASSIGNﾄ1ENTFORTERHINAL＝二二
300009IAlRITE

400009CODEC

500012TERHASIS

600009NRITENR＃#＃TERHINALPROFILEIS

700009TERHLIST

800009EXIT

Prog2commandprocedureｆｏｒＣ

Tablelcllaractermappingset

３．走行環境

Ｃ／370はバッチジョブ及びＴＳＳジョブのいずれとしても動作するが、Ｃ言語は文字コード

としてフルセットに近いものを使用するので、カード形式でプログラムを保持する事の利点は

少ない｡従って現在は、ＴＳＳでのみ使用する事ができる、

ＶＯＳｍでは、ソースプログラムで小文字モードを受け付けるのは、ファイル属性がＰＡＳＣＡＬ

の時のみである．従って、ソースプログラムを編集する際にはファイル属性をＰＡＳＣＡＬとして

おく事が望ましい。又、Ｃ言語には行概念が無いので、ファイル属性としてＮＯＮＵＭＢＥＲを付与

しておく方が良い。

更にオンライン端末の伝送コードは小文字モードを選択できるものでなければならない。

従って、使用端末機種は560-20型に限定される。

初期設定用のコマンドファイルをＰｒｏｇ２に示す。

４．Ｃ／370の関数

Ｃ／370はオリジナルなＵＮＩＸのシステムコールに関係したものは当然肖Ｉ除されているが､そ

の代わりにＶＯＳⅢ特有のシステム関数が用意されている。そこで、これらを例に採りながら、

Ｃ言語によるＯＳ機能の解析を行う。

４－lcuserid

使用法Ｃｈａｒ＊cuserid（p）

Ｃｈａｒ＊ｐ；

TSSセッションをオープンしている利用者番号を文字列として返す．これによりファイル名を

－１１９－

ＡＳＣＩＩＣ/370ｃｏｄｅＨＩＴＡＣｃｏｄｅ

(hex）

backslashEO￥

leftbracket AD ［

rlghtbracket BD ］

leftbrace CO

rlghｔｂｒａｃｅ ＤＯ

tille ５Ｆ 「

rightquate ９０

cａｒｅｔ ９Ａ
’巳

exclamation ９０



完全修飾形で得られるので、任意の形式のファイルにアクセスする事ができる。また、他のユ

ーザー番号を連結する事により、他ユーザーのファイルをダイナミックにアクセスする事が可

能となる．但し、ＶＯＳｍではデータ保護機能（ＳＡＦＥ）により、不正なデータアクセスを制限し

ているので、先ずＰＥＲＭＩＴコマンドにより、これを解除しておかねばならない，

この例をＰｒｏｇ３に示す。

#００００１／ﾎﾎﾎﾈ***ﾎﾎﾎ***＊cuserid＊米*ﾎﾎﾎ***＊*x木枠*／

#00002

#00003＃incLude，,stdio.ｈ，，

#００００４

#OOOO5mainO

#0０００６（

#00007ｃｈａｒｕｓｅｒｐ２]；

#0０００８charfname[30兆

#00009

#00010cuserid(user）；

#00011printf(，，YourUSER-IDisXs\n,,,user)；

#00012

#00013strcpy(fname,，,，，，)；

＃00014strcat(fname,user）；

＃０００１５strcat(fname,，，､cmd､cList，，，)；

＃00016

＃00017ｉｆ(fopen(fname,,，r，，）＝NULL）

＃00018cerror(，，FiLecan,ｔｏpen,,)；

＃00019ｅ[ｓｅ

＃00020printf(，，ＦｉＬｅｅｘｉｓｔｓ:Xs\､，，,fname）；

＃０００２１）

READY

calLaに）

ＹｏｕｒＵＳＥＲ－ＩＤｉｓＴＯ９７２００

Ｆｉｌｅｅｘｉｓｔｓ：，Ｔ097200.ｃｍ｡.ｃｌｉｓｔ，

READY

Prog3sampleprogram（〔)rfunctioncuserid，
６

４－２ｆopen

使用法ＦＩＬＥ＊fopen（frame，mode）

Ｃｈａｒ＊frame，＊ｍode；

通常のファイル・オープン関数と同じ形式であるが、ＶＯＳｍのファイル管理に対応できる様に

機能拡張がなされている。詳細はファイルの動的アロケーションの項で述べる□

４－３inquire

使用法inquire（file，query）

ＦＩＬＥ＊file；

ｌｎｔｑｕｅｒｙ；

走行環境、状態変数あるいは、既にオープン済のファイルに内する情報を得る事ができる．問

い合わせ項目を次の通りである。

１．走行環境ＴＳＳバッチ

ＯＳの種類

２．状態変数

・現在のエラーレベル

・最終のエラーコード

・プロンプト記号

３．ファイル属性

・ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ

・Binary／Ascii

・区分／順データセット

・最大レコード長

・論理レコード長

・論理装置名
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・ファイルのＤＤ名（ＤａｔａDefinition）

・ファイル名

・ファイル・オプション

・レコード形式

・メンバー名（区分データセットの場合）

ＤＣＢ情報（DataControlBlaek）

これ等はいずれもジョブ制御言語のＤＤ文により指定されるもので、通常はプログラム内から

は参照する事は出来ず、あらかじめ設定しておかねばならないものである。しかしながらファ

イルの動的配置に際しては不可欠のものである）

４－４ｉｎｔｓｓ

使用法ｉｎｔｉｎｔｓｓ（）

現在のプログラムがバッチで行われているのかＴＳＳで実行されているのかを区別するもので

ある。この機能は４－３のinquire関数にも含まれているものである。これを用いる事によ

り、データの入力先及び結果の出力先を走行環境により切り換えることが可能となる。

４－５memberｓ

使用法Ｃｈａｒ＊members（listflag）

Ｃｈａｒ＊list；

ｉｎｔｆｌａｇ；

ファイルが区分データセットであり、ｆopen関数により開かれたときに、メンバー名リストを

得る。ｆｌａｇの機能は

flag＝０メンバー名は８バイト長

＝１領域情報を含む

＝２メンバーの別名を含む

である。これにより区分データセットを単一データセットと同じように取り扱う事が可能とな

る。（第５項参照）

４－６nextmem

使用法Ｃｈａｒ＊nextmem（name，ｆｐ）

Ｃｈａｒ＊ｎａｍｅ；

ＦＩＬＥ＊ｆｐ；

ファイルが区分データセットであり、ｐopen関数（もしくはpreopen関数）で開かれたとき、

データセット中のメンバー名を返すものである。members関数との違いは１回の呼出につき１

個のメンバーを返す点にある。この機能により、区分データセットをメンバーの集合として一

括処理が可能となる。

４－７ｐｏｐｅｎ，ｐｒｅｏｐｅｎ

使用法ＦＩＬＥ＊popen（name，opt）

Ｃｈａｒ＊ｎａｍｅ，＊ｏｐｔ；

区分データセットのメンバーを独立にアクセスする手段を与えるものである。第５項参照

４－８ｓｙｓｔｅｍ

使用法system（cmd，dcbpool）
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Char*cmddcb;

ｉｎｔｐｏｏｌ；

TSSのコマンドｃｍｄをプログラム中から実行する事ができる。ＤＣＢを経由すればユーザ定義

のロードモジュールを実行する事ができる。この機能は大変強力なものであり、この関数だけ

でもＴＳＳコマンドの組み合わせでファイルの動的開閉やシステムユテイリテイを自由にプロ

グラム中から使用することができる。

５．ファイルの動的配置

大型計算機は多数の人が同時に使用するので、システム内のファイルはユーザカタログ簿に

より管理されている。登録されたファイルが多数になると所用のファイルを検索するのにも時

間がかかってしまう。更にシステムの記憶装置の利用効率も悪化する(、従って同種の属性を持

つファイルをまとめてＯＳ側から見て単一のファイルとして管理が出来、ユーザ側からはファ

イル中のメンバーを独立にアクセスできるような区分データセットが導入されたのは必然で

あった。

又、ファイルの管理手法は、計算機システムの利用効率に大きく影響する為、これは全て

ＯＳが統一的に管理しており、各種言語とは独立したものである。従って、プログラムから指

定できるのはＤＤ名（ＤａｔａDefinition）であり、実際のファイルとの結び付きは、プログラ

ム言語とは独立のジョブ制御言語によりＯＳに通知しなければならない。この事は、プログラ

ムが使用するシステム資源は、走行前に全てが定まっていなければならない事を意味する。そ

して、確保された資源は、実行中の利用如何に拘ずプログラムが終了する迄システムを占有す

る。このようなシステム資源の静的配置は、利用効率が悪いばかりではなく、計算機の機能を

必要以上に制限してしまうものである。例えば、計算結果をファイルに格納する時にも、あら

かじめ出力量が予想できれば良いが、計算過程によっては,!}１１力量が大きくなり過ぎて、ＯＳに

より強制的に異常終了させられ､それ迄の計算が全く無駄になってしまう事がある。このような

場合にもプログラム中から動的にファイルを配置できれば適切な処理を行う事が可能となる。

しかしながら、これを行う為にはＯＳのデータ管理機能をプログラム中から直接呼び出す事

が必要となるが、一般の高級言語では望むべくもない機能である。これ迄は、アセンブラによ

り直接ＯＳに依頼するのが唯一の方法であった。しかしながらアセンブラは生産性の極めて低

いものであり手軽に利用できるものではない。Ｃ／370のファイル配置用の関数であるfopen，

popenは、アセンブラと同等の機能をコンパクトな形で利用出来るものである。

この関数は、２つの引数を持つ。第１引数はファイル名であり、次のものが可能である。

（１）ＤＤ名

（２）部分修飾データセット名

（３）完全修飾データセット名

（４）区分データセットのメンバ

（５）ターミナル（＊）

（６）標準出力ファイル（ＳＹＳＯＵＴｄａｔａｓｅｔ）

＊ｐｒシステムプリンタ

＊』ジョブストリーム
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メモリ．ファイル（＊inc）

外部記憶装置ではなく、主記憶内に作られる為、高速アクセスが可能である。

(7)

また、他ジョブとの共有が可能であるので、ジョブ間の通信ができる。

#00001／米本**木末水木*氷水水木水木*xxxnextmem氷水*xx*****氷水**神木*****／

#００００２＃ｉｎｃＬｕｄｅ〈ｓｔｄｉｏ.ｈ＞

#00003

#OOOO4main(）

#00005（

#00006Ｃｈａｒ＊fname=，，cmd・ｃＵｓｔ，'；

#00007charmem[９]；

#00008ＦＩＬＥ＊ｆｐ；

＃００００９

#00010ｉｆ((fp二popen(fname,，'r'，)）＝NULL）

#00011cerror(，，ＦｉＬｅｃａｎ，ｔｏpen\､,，）；

#00012IJhiLe(nextmem(me､,ｆｐ)）（

＃00013ｐｒｉｎｔｆ('，name：Ｘｓ\､，，,ｍｅ､)；

#00014｝

＃０００１５）

ＲＥＡＤＹ

ｃａＬｌａに）

ｎａｍｅ：BEGIN

ｎａｍｅ：ＣＣ

ｎａｍｅ：ＣＥ

ｎａｍｅ：LLIST

name：ＮＫ\ＣＣ

ｎａｍｅ：ＨＫ\CPP

ｎａｍｅ：POCOND

name：PSCOND

name：RANASH

name：ＲＡＮＣ

ｎａｍｅ：RANFORT

name：USRPROC

READY

ワ

Prog4sampleprogramfor（unctionnextmem
６

#００００１／＊Ⅱcock＊氷水*太太＊*水木＊memberｓ＊*＊＊＊＊*＊＊****>I<水木＊*／

#００００２＃ｉｎｃＬｕｄｅ〈ｓｔｄｉｏ.ｈ＞

#00003

#OOOO4main（）

#００００５（

#00006Ｃｈａｒ＊fｎａｍｅ＝,，cInd､ｃＵｓｔ,,；

#0０００７Ｃｈａｒ＊cRmem[９]；

#0０００８ＦＩＬＥ＊ｆｐ；

#00009

#00010ｉｆ((fp二fopen(fname,，，r")）二二NULL）

#０００１１cerror(，'ＦｉＬｅｃａｎ，ｔｏpen")；

#0００１２ｃｐ二memberｓ(fname,０）；

#０００１３printf("XdmembersindatasetXs\､,，,strLen(ｃｐ)/8,ｆname)；

#０００１４ｐｒｉｎｔｆ(，，Xs\､',,ｃｐ）；

＃00015

#０００１６strncpy(mem,ｃｐ,８）；

#00017strcat(fname,，，(,，）；

#０００１８strcat(fname,ｍｅ､）；

#00019strcat(fname,，，),,)；

#00020ｉｆ((fp二fopen(fname,，，r，,)）＝NULL）

＃00021cerror(',ＦｉＬｅｃａｎ，ｔｏpen',）；

＃O002ZeLse

＃0００２３ｐ｢ｉｎｔｆ(,，Ｆｉ［esuccessfulLyopened：Zs\､，，,fname）；

＃０００２４｝

＊*氷水*＊----+---+----十----十一一-一十----END－+----十一(CHAR,ASIS・NONUH・NOTABS,NOHIGH）

ＲＥＡＤＹ

ｃａＵａ(ｃ）

１２ｍｅｍｂｅｒｓｉｎｄａｔａｓｅｔｃｍｄ・ｃｕｓｔ

ＢＥＧＩＮＣＣＣＥＬＬＩＳＴＨＫ\ＣＣＨＫ\CPPPOCONDPSCONDRANASHRANC
RANFORTUSRPROC

Fi［esuccessfuUyopened：cmd.ｃ［ｉｓt(BEGIN）

READY

７

Ｐｒｏｇ５Ｓａｍｐｌｅｐｒｏｇｒａｍｆｏｒｄｉｎａｍｉｃｆｉｌｅａｌｌｏｃａｔｉｏｎｂｙｍｅａｎｓｏｆ‘fopen
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Prog4に区分データセットのアロケーション例を示す。PoPen関数で開かれた区分データセッ

ト、cmd．ｃlist‐はファイル・ポインターｆｐにより管理され、各メンバーへの位置付けは

nextmem関数によりなされ、各メンバーへの処理が独立に行う事ができる。

一方、区分データセットは通常のfOpen関数によっても開く事が出来るが、この場合には

members関数によって得られるデータセットのディレクトリ・リストから、改めてメンバー名

を指定したファイル名でアクセスする事になる。

この例をＰｒｏｇ５に示す。

いずれの方法によっても区分データセットを単一ファイルとして開き、各メンバーに独立に

アクセスする事ができる。この機能は、どのような高級言語においても実現できないものであ

り、ファイルユテイリテイの作成には不可欠の機能である。

次に、ファイルの動的アロケーションについて述べる。ファイル・ユティリティでは、プロ

グラム内から必要なファイルを指定できる事が望ましい。しかしながら、現在のデータセット

ユティリティではファイル指定は全てＤＤ文により行わねばならず、プログラムの実行中に

ファイルを切り換える事は不可能である。このような状況では、真に効率的なユテイリテイを

作成する事はできない。プログラム実行中に任意のファイルの生成、開閉ができる機能一動的

ファイル．アロケーションーが必須である。動的ファイル・アロケーションの例をＰｒｏｇ６に

示す。この例では、必要なファイルを端末からデータとして受け取り、動的なアロケーション

が行われている事が解る。

また、既存のファイルをオープンした時には、そのファイル属性が不明であるので、ファイ

ル属性もプログラム中で参照できなければならない。この例をＰｒｏｇ７に示す。

#００００１／**x**xxx木坤**＊ｄｙｎａｍｉｃｆｉＬｅａＵｏｃａｔｉｏｎｘｘｘ****＊***／

#00002＃ｉｎｃ［ｕｄｅ，,stdio.ｈ，，

#00003

#OOOO4main(）

#００００５（

#00006charfname【30],ｍｅ､[９],ｃ；

#0０００７ＦＩＬＥ＊ｆｐ；

#00008

#００００９putｓ(，，InputfiLename:，,）；

#０００１０scanf(,，Zs，，,fname）；

#00011ｉｆ((fp=fopen(fname,，'｢，，)）＝NULL)（

#00012putｓ('，FiLenotexist,，)；

#00013ｅｘｉｔＯ；

#00014｝

#00015ｉｆ(inquire(fp,＿PDS）１二一PDS)｛

#00016putｓ(，，Ｆｉｌｅｉｓｎ，ｔＰＤＳ'，)；

#00017ｅｘｉｔＯ；

#00018）

#00019ｆclose(fp）；

#00020ｉｆ（（fp二popen(fname,，，r,，)）＝NULL）（

"00021putｓ(，，ＦｉＬｅｃａｎ,ｔｏpen，，)；

＃00022ｅｘｉｔＯ；

＃00023）

＃０００２４hlhiLe(nextmem(mem,ｆｐ)）（

＃00025ｐｒｉｎｔｆ(,，Zs\､，，,ｍｅ､)；

＃00026ｕｈｉＬｅ((c=getc(fp)）！〒EOF）
＃OOO27 putcharに）；

＃00028｝

＃00029）

＊**木末＊----十----十一一一十----十一一一十----END--十一一一十一(CHAR・ASIS､NONUN,NOTABS・NOHIGH）

Ｐｒｏｇ６SampleprogramfordynamicHlealloｃａｔｉｏｎｂｙｍｅａｎｓｏｆ‘popen
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このようにＣ／370におけるファイル操作は極めて柔軟性に富むものであり､他の言語には見

られない特性である。

#00023printf('，ｆｉＬｅｎａｍｅＺｓ\､'，,inquire(fp,＿FILENAHE)）；

#00024printf(，，Optionsズs\､，，,inquire(fp,－０PTIONS)）；

#00025prirltf(''membernameXs\､，，,inquire(fp,＿HEHBER)）；

#０００２６ｐｒｉｎｔｆ(.，DCBpointerzx\､，，,inquire(fp,＿DCB)）；

#００００１／*＊***＊神水木末*氷水*＊ｉｎｑｕｉｒｅ＊＊******氷水*ﾎﾎﾎﾎﾎﾎﾎ水木／

#００００２＃ｉｎｃ[ude〈ｓｔｄｉｏ.ｈ＞

#00003

#00004ｍａｉｎ(）

#００００５（

＃00006chartfname=，,cmd.ｃｌｉｓｔ'，；

＃００００７ｉｎｔｑ；

＃００００８ＦＩＬＥ＊ｆｐ；

＃００００･

#00010ｉｆ（(fp=fopen(fname,''｢'，)）＝＝NULL）

#00011cerror(，，ＦｉＬｅｃａｎ，ｔｏpen\､,,）；

＃０００１２

#0００１３ｉｆ(inquire(fp,＿READ）二二一READ）

＃00014ｐｒｉｎｔｆ(，，FiLeopenedforread\､'，）；

#00015ｉｆ(inquire(fp,-NRITE）二二一lAlRITE）

#00016printf(,'Ｆｉ［eopenedforIAIrite\､，，）；

＃00017ｉｆ(inquire(fp,＿PDS）＝＿PDS）

＃０００１８ｐｒｉｎｔｆ(',ＦｉＬｅｉｓｐａｒｔｉｔｉｏｎｅｄｄａｔａｓｅｔ\､，，）；

＃00019／ｘｕａＬｕｅ＊／

４０００２７＃ｉｆＯ

#00028ｉｆ（inquire(fp,＿DEVICE）＝

#O0029 printf(,，deuice9disc\､，

"(〕(１，７０e［ｓｅ

#ＩＳ１００ＺＷｐＩｉｒ１ｔｆ('，notｄｉｓｃ\n，'）；

ff1)00了２＃像rIdif

#0007Fｉｆ((q=inquire(fp,＿RECFH)）８

MJ)りり３４ｐｒｉｎｔｆ(，､RECFHFB\､,，）；

#０００３５ｅＬｓｅｉｆ(ｑ＆＆RECFH-VB）

#(１００３<，ｐｒｉｒｌｔｆ(mREI2FHVB\､，.）；

#0００３７ｅＬｓｅ

#00038prir,ｔｆ(，,RECFHU\､',）；

#('００３９／↑ｇｒ〕baL*／

燭(１００４０ｉｆ(inquire(NULL,＿TS)）
#01)(Ｗ ｐｒｉｎｔｆ(”inT3S\､,，）；
βｈ9０４２Ｂｌｓｅ

#､りり÷Ｚｐｒｉｎｔｆ(，'ｎｏｔｉｎｔｓｓ\､，，）；

iｆ（inquire(fp,＿DEVICE）＝＿DISC）

ｐｒｉｎｔｆ(,，deuice9disc\､，，)；

&＆RECFH-FB）

printf("maxrecordLengthZd\､，，,inquire(fp,＿HAXSIZ)）；

printf(''[ogica［record［engthXd\､，,,inquire(fp,＿LRECL)）；

ｐｒｉｎｔｆ(，,DDnameZs\､,，,inquire(fp,＿NAHE)）；

#00020

#０００２１

#０００２２

Ｐｒｏｇ７Sampleprogramforfunction‘inquive

#00044ｉｆ（inquire(NULL,＿HUS)）

#00045ｐｒｉｎｔｆ(''0ＳＨＶS\､，'）；
＃00046ｅ[ｓｅ

#00047ｐｒｉｎｔｆ(，,ｎｏｔｉｎＨＶＳ\､,，)；
＃00048がｇｒｏｂａＬｕａｒｉａｂｌｅ＊／

#00049printf(，，currenterrorleueL：Ｘｄ\､，',inquire(NULL,＿ERRLVL)）；
#00050printf(，,lastｅ｢rornumber：Z｡\､，，,inquire(NULL,＿ERRNO)）；
#00051printf(，，promptzs\､，，,inquire(NULL,＿PROHPT)）；
#00052）

水木*太*＊---+---.---十----+----+----END--十----+-(CHAR,ASIS・NONUH・NOTABS・NOHIGH）

READY

caLLaに）

FiLeopenedforread

FileisPartitioneddataset

mxrecordLength255

logicalrecordLength255
ＤＤｎａｍｅＳＹＳＰＲＯＣ

ｆｉｌｅｎａｍｅｃｍｄ・ｃＬｉｓｔ

ｏｐｔｉｏｎｓｒ

ｍｅｍｂｅｒｎａｍｅ

ＤＣＢｐｏｉｎｔｅｒｂｂ５ｃ４

ＲＥＣＦＨＦＢ

ｉｎＴＳＳ

ＯＳＨＶＳ

ｃｕｒｒｅｎｔｅｒｒｏｒＬｅｕｅｌ：１

Ｌａｓｔｅｒｒｏｒｎｕｍｂｅｒ：Ｏ

ｐｒＯＩｎＰｔ：：

READY
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６．FORTRANとの結合

Ｃ／370は数学関数を持っていない。しかしながらＦＯＲＴＲＡＮとリンクする為に宣言子for‐

tranを導入し､fortranライブラリの資産を共有する事ができる。Ｐｒｏｇ８にプログラムとその

結果を示す。注意する点は、ＦＯＲＴＲＡＮでは引数は参照渡しであるが、Ｃでは値渡しである。そ

の為引数は、アドレス演算子によってポインタに変換したものをＦＯＲＴＲＡＮに渡す必要があ

る。又､Ｃの環境設定の為にＦＯＲＴＲＡＮプログラムはサブプログラムに限られ、Ｃが必ず主関数
でなければならない。

#00001／******氷水**氷水ｃａＵｆｏｒｔｒａｎｆｕｎｃｔｉｏｎ＊*x***氷水水木水木*文*鉢／

#00002

#00003＃ｉｎｃｌｕｄｅ〈ｓｔｄｉｏ.ｈ＞

#００００４＃ｄｅｆｉｎｅＰＡＩ３．１４１５９２

#00005

#ＯＯＯＯ６ｍａｉｎＯ

#0０００７（

#00008fortrandoublesin()，ＣＯＳ(）；

#00009ｆ[ｏａｔｘ,ｙ,ｚ；

#00010

#00011for(x=O；ｘ<PAI/2；ｘ+=0.1）（

#00012ｙ二sｉｎ(&x)；

#00013ｚ二ＣＯＳ(&x）；

#00014printf(，，x二Ｚｆｙ=ｚｆｚニスｆ￥n,，,ｘ,ｙ,ｚ)；

#00015｝

#０００１６）

氷水氷水*＊----十-一一一十－--+----+----+----END--十一一十一(CHAR・ASIS・NONUH,NOTABS・NOHIGH）

READY

caLLa(ｃ）

ｘ=０.OOOOOOy=0.00000ｏｚ＝１．OOOOOO

x=0.100000ｙ=0.099833ｚ=0.995004

ｘ=0.200000ｙ=０．１９８６６９ｚ=0.980067

ｘ=0.300000ｙ=0.295520ｚ=0.955337

ｘ=0.400000ｙ=0.389418ｚ=０．９２１０６ｌ

ｘ=0.500000ｙ=0.479425ｚ=0.877583

ｘ二0.60000ｑｙ=0.564642ｚ=0.825336

ｘ二0.700000ｙ=0.644217ｚ=0.764842

ｘ=0.800000ｙ=0.717356ｚ=0.696707

ｘ=0.900000ｙ=0.783327ｚ=０．６２１６１０

ｘ＝1．OOOOOOy=０．８４１４７１ｚ=0.540303

ｘ二１．０９９９９９ｙ=０．８９１２０７ｚ=0.453597

ｘ＝１．１９９９９９ｙ=0.932039ｚ=0.362359

ｘ二1.299998ｙ=0.963558ｚ=0.267500

ｘ＝１．３９９９９８ｙ=0.985449ｚ=０．１６９９６９

ｘ二1.499997ｙ=0.997495ｚ=0.070740

READY

Ｐｒｏｇ８ＳａｍｐｌｅｐｒｏｇｒａｍｔｏｃｏｌｌＦＯＲＴＲＡNfunction

しかし、この事はＦＯＲＴＲＡＮとＣとのリンクを制限するものではなく、むしろＦＯＲＴＲＡＮと

Ｃのプログラムを同然な形で融合させるものである。

FORTRANのプロッターライブラリや（ＧPSL）数値計算ライブラリ（ＭＳＬ）を自由に使用す

る事ができ、これまでのＦＯＲＴＲＡＮプログラムを置き換える必要もなく、Ｃ言語に移行するこ

とができる。

７．System関数によるＴＳＳユティリティとの結合

計算機の使用形態がＴＳＳ中心になるにつれ、計算機システムの新しい機能は先ずＴＳＳで利

用できるように考慮されている。
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ファイル・コピー、比較などのユテイリテイやカタログ情報、データセット属性、ネットワ

ーク機能等計算機システムを有効に利用できるものが多い。従って、これらの機能をプログラ

ム内から実行できれば、同等の機能を各自で実現するよりも信頼性が高く、高速性が期待でき

る。

#００００１／*氷水末木ﾎﾎﾎ*水木**＊system（）＊**水木**氷水****水木／

#00002

#００００３＃ｉｎｃしｕｄｅ〈ｓｔｄｉｏ.ｈ＞

#００００４

#OOOO5main（）

lVOOOO6（

#００００７system(,,copycpasca［ｃｃcc.ｐasca[,，）；

#００００８ｓｙｓｔｅｍ(,，Ｌｉｓｔｄｃｃｃｃ､pascaL'，）；

#0０００９system(，，st，，）；

#０００１０）

*xx*木工----十-一一十一一一十一一十一一一一十----END--十一一一-十一(CHAR・ＡＳＩＳ､NONUMNOTABS・NOHIGH）

ＲＥＡＤＹ

ｃａＵａ(ｃ）

JEDO31801NEHDATASET(Ｔ097200.ＣＣＣＣ・PASCAL）CREATED

JEDO3260110HEHBERSCOPIED

TO97200.ＣＣＣＣ・PASCAL

－－RECFH-LRECL-BLKSIZE-DSOR6

FB８０３１２０PO

--VOLUHES--

VOS311

JET354271JOBTO97200K(JOBO6951）INOUTPUTQUEUE

JET354461JOBTO97200(TSUO9603）INEXECUTION

READY

Prog9Sampleprogram（orfunction‘system，

Ｐｒｏｇ９にその例を示す。

全てのＴＳＳコマンドが実行できるかどうかは確認していないが、ファイル・ユティリティ

とカタログ情報関係は正常に実行できる。

機能的に難点のあるコマンド・プロセッジャーと比較しても、はるかに柔軟なプロセス制御

が可能である。

８．計算速度の比較

計算機言語は、機能が大きくなればそれに反比例して計算速度が低下するのが通例である

が、Ｃ言語はシステム開発用言語としての性格上、実行時の制限は可能な限り小さく押さえて

いる。

従って他の高級言語に比べれば、計算速度の向上が期待できる。

この点を乱数生成プログラムを例に採り比較を行う。モンテカルロ法などの計算機シミュレ

ーションにおいては、多数の乱数を必要とする為、高速のアルゴリズムが要求される。

乗数合同法による疑似乱数の生成を、ＦＯＲＴＲＡＮ、Ｃ／370、アセンブラで行ったときプログラ

ムをProglOに結果を表２に示す。

この結果からも解るように、Ｃの計算速度はＦＯＲＴＲＡＮとアセンブラの中間に位置する。

従って、Ｃ言語は数値計算用言語としても十分に使用する事ができる。言語構造がＦＯＲＴＲＡＮ

と比較して､はるかに整備されており、ＦＯＲＴＲＡＮの代替として適当なものである。

－１２７－



ＯＯＯＯＯ１ＣＡＬＬＣＬ０ＣＫ

ＯＯＯＯ１０ＤＯ１０Ｉ＝１，１００００

000020RAN二FLTRNF(Ｘ）

000030,,ＮRITE(６，ｘ）RAN

OOOO4010CONTINUE

OOOO41，，

O00042CALLCL0CK(TIHE,４）

OOOO431AlRITE(６，１００)TIHE

OOOO44100FORNAT(1Ｈ，，ELAPSEDTIHEFOR10000GENERATIONSOFRANDOHNUHBER：’

００００４５Ｇ１２．４，，（SEC），）

OOOO50STOP

OOOO60END

#OＯ１５４Ｃ．、－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・．．・・・・・・・・・・・・

#ＯＯ１５５Ｃ

#00156SUBROUTINERANDU(IX,ＩＹ,ＹＦＵ

#00157COHHON／LRANL/IRAN

#Ｏ０１５８ＣＩＹ＝IX*65539

#００１５９１Y=IX*48828125

#0０１６０８１F(ＩＹ)5,7,6

#00161７１RAN＝IRAN＋１

#0０１６２１Ｙ＝ＩＲＡＮ

#00163ＧＯＴＯ８

#００１６４５１Y二(IY+2147483647)＋１

#００１６５６YFL二ＩＹ

#00166YFL=YFL*､４６５６６１３E－９

#００１６７ＲＥTURN

＃00168ＥＮＤ

#00001／*－－－－－－－－－－－randoIu1--－８６．１．８－－－０１<---x／

#OOOO2IIinclude<stdio.ｈ＞

lIOOOO8巾ａｉｎＯ

#00005ｆｏｒｔｒａｎｃ[ockO；

#00006ｉｎｔｉｘ，ｉｙ，ｉｒａｎ,ｋ，ａ,ｂ；

#00007floatran,fLtranf(),ｐ；

＃00008ｃｈａｒｃ；

＃00009

＃00010ｉｘ＝１；

#00011ｃlock(）；

#00012ｆｏｒ(k二0；ｋ<10000；ｋ十十)（

＃00013ｒａｎ＝ｆ[tranf(ｉｘ）；

#０００１４printf(，，ranニズf\､,，,ran)；

#０００１５｝

＃00016ｋ＝４；／＊ｋ=４:ｇｅｔｔｉｍｅｉｎｓｅｃｕｎｉｔｉｎｆｌｏａｔ＊／

＃0００１７ｃlock(&P,＆k）；／＊ｇｅｔｔｉｍｅｉｎ，ｐ，ｉｎｓｅｃｕｎｉｔｘ／

＃00018printf（

＃00019，,ＥＬａｐｓｅｄｔｉｍｅｆｏｒｌＯＯＯＯｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｏfrandomnumber：Ｚｆ\､'，

＃00020，Ｐ）；

＃00021｝

＃00022

＃00023／※

＃00024＊fltranf

＃00025＊／

ｌＩＯＯＯ２６ｉｎｔｉｒａｎ=１；
＃OOO27

1lOOO28fLoatfltranf(ｉｘ）

〃00029ｉｎｔ＊ｉｘ；

＃00030（

＃00031ｉｎｔｉｙ；

＃00032ｆｌｏａｔｙｆｌ；
＃00033

＃00034ｉｆ(（iy=(＊ｉｘ)*48828125)二=O)（
＃00035＋＋ｉｒａｎ；

＃00036１ｙ＝1ｒａｍ
ＩＩＯＯＯ３７ ）

＃00038ｉｆ(ｉｙ<0）

＃00039ｉｙ=(ｉｙ+2147483647兆１；
HIOOO40yfl=(float）Ｍ
ＩＩＯＯＯ４１ ｙｆにｙｆ[x0.4656613E－９；
AIOOO42＊ｉｘ＝ｉｙ；

＃00043retu｢、（yfL）；

ProglOprogramtotestcalcurationｓｐｅｅｄｉｎＣａｎｄＦＯＲＴＲＡＮ
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Table２ＴｉｍｅｒｅｑｕｉｒｅｄｉｎｌＯＯＯｒａｎｄｏｍ

ｎｕｍｂｅｒgeneration

まとめ

Ｃ言語は、それ自体が優れた構造化言語である。しかしながら、Ｃ言語の特徴は他の言語と

は逆に計算機システムに密着したシステム依存型の言語である点にある。

この事により、従来の言語では不可能であったシステムプログラムの開発を行う事ができる

ようになった。

本研究において、Ｃ／370がＶＯＳｍのシステムプログラム開発用の言語として十分な機能を

有するものである事が明らかとなった。その特徴は以下の通りである。

ｌ）プログラム内から、順データセット及び区分データセットを動的に生成、開閉する事

ができる。この機能によりユーザ仕様のデータセットユテイリテイを作成する事がで

きる。

２）プログラム内から、ＴＳＳコマンド及び任意のロード．モジュールを実行する事ができ

る。この機能により、動的にジョブ制御を行う事が可能となる。

３）ＦＯＲＴＲＡＮのサブプログラムを直接呼び,1+１，すことができる。この機能により、これまで

ＦＯＲＴＲＡＮによって蓄積されて来た成果をそのまま引き継ぐ事ができ、計算速度も

ＦＯＲＴＲＡＮよりは高速である。

今後は、以上のような特徴を生かして、大型計算機の機能を十分に生かした利用法の開発が課

題となるであろう。

なお､本研究は昭和60年度産業研究所の特別研究費の助成を受けて行われたものであります。
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